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　　　　　　　　ロータリーソング「R-O-
　　　　　　　　　　　　　T-A-R-Y」を脱出しました。
　　　　　　　次週はまた懐かしの“奉仕の
　　　　　　　理想”を歌うことになると思
　　　　　　います。参加した皆さまは
「R-O-T-A-R-Y」を歌えたのでしょうか。
わたしも惨敗だったと思います。変則的に週
のあいた例会になりました。
　その間にわれわれ総勢17名は₃泊₄日で基
隆ロータリークラブと花蓮ロータリークラブ
を訪問して参りました。内容は年明けに改め
て例会の中で濃く、面白い報告がたぶんある
と思いますので、期待していただきたいと思
います。めちゃめちゃ画像も集まっています。
小田山幹事のテーブルの前に基隆ロータリー
クラブと花蓮の大学の状況を説明いただきま
した東花大学学長からの贈り物を飾っていま
すのでご覧ください。本当にうまくいった訪
問だったと思います。小林姉妹クラブ委員長
にはたいへん感謝申し上げます。
　先週は盛大なIDMが行われ、橋本昭一さ
んのすばらしい演題「歴史と伝統　わたしの

人生劇場」と題したIDMを開催しました。
本当に盛大で今までなかったIDMだったと
思います。橋本さんご本人もなかなか熱が
入って、ひじょうに詳しく、題目の通りの内
容をわれわれも一生懸命勉強させていただき
ました。本当にありがとうございました。
　本日はIDMの在り方ということで話をさ
せていただきます。その時もご挨拶の中でい
ろいろ話されている方もいらっしゃいました
が、IDM（Informal Discussion Meeting）
は、世代を問わず、少人数でロータリーのこ
とをネタとして自由討論ができる会という形
で、公式としてある。アメリカではFireside 
Meeting（炉端会合）という形態で広がって
いるということです。
　本年度に入って最初にやったIDMは妻神
さんに委員会の委員長に声をかけて開催して
いただきましたし、テーブルに声をかけても
行いました。先週はテーマを決めた全体の
IDMでした。ただ一番基本となるのはテー
ブルのＩＤＭなのかなと思っています。あま
り説明をされたことはありませんが、テーブ
ルに立っている三角柱に“正”と“副”とあ
ります。これは正はテーブルマスター、副は
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サブマスターになりますが、そこに名前が
入っていると思います。そして、この例会の
テーブル配置は１年に₄回、₃か月に１回席
替えがあります。要はテーブルの方たちと一
生懸命コミュニケーションを取って、いろい
ろ盛り上がって欲しいという意味合いです。
　クラブによっては単独のテーブルでテーブ
ル会と称してＩＤＭをやっているクラブもあ
りますし、八戸では隣のテーブルに声をかけ
たり、Mテーブルに声をかけたりして複数で
やっています。コロナの時に自由な出席に
なった会員もあり、食事の設定もあり、フ
リーな形でのテーブル配置、会員の並び方も
一回休止になりましたが、今、また再度、席
替えを含めてやっています。ぜひそのような
ことを意識して、テーブルマスターの方はＩ
ＤＭを積極的に設定していただきたいと思っ
ています。東京クラブですとひじょうにゲス
トなども多いそうで、そういうところはゲス
ト・ビジター・各テーブルに分散した方々の
ご紹介、アテンドなどをテーブルマスターが
やっているそうです。
　いずれにしても、名前が載っているという
だけではなく、ご自分がテーブルマスター、
サブマスターということを意識して、ぜひＩ
ＤＭ、飲み会を積極的にやっていただければ
と思います。

　　　　　　　◦テーブルのパイナップル
　　　　　　　　ケーキは台湾のお土産です。
　　　　　　　　今回行けなかった方も台湾
　　　　　　　　の香りを楽しんでいただけ
　　　　　　　　ればと思います。
◦八戸警察署による詐欺防止講話のご案内に
　ついて
　　2025年１月23日に八戸西クラブで行うそ
　うです。講話のテーマは「ロマンス詐欺の
　防止対策　もうあなたは騙されない」
◦地区職業奉仕フォーラム開催について
　2025年₂月₈日㈯　八戸パークホテル　　
　「ロータリー活動の原点とも言える社会奉

　仕をどのようにいかすか」をテーマに地区
　職業奉仕フォーラムを開催します。ご興味
　のある方はご参加ください。
◦レターボックスにグランドホテルのちらし
　が入っています。
◦前年度のクラブ決算をお配りしました。来
　週年次総会がありますが、これは前年度決
　算と本年度中間決算報告の場ですので、前
　期の分にお目通しください。来週改めて会
　計より発表があります。

親睦・会場委員会　　　　　　佐藤恒寛委員
　　　　　　　○ニコニコボックスの報告
　　　　　　　◦誕生祝　接待一雄さん
　　　　　　　◦奥様誕生祝
　　　　　　　　正部家光彦・山田慶次さん
　　　　　　　◦結婚記念日　
　　　　　　　　正部家光彦・浜谷英幸さん
橋本八右衛門さん　基隆訪問、IDMお疲れ
　　　　　　　　　様でした。年末に向けが
　　　　　　　　　んばって参りましょう�
小田山紀暢さん　道尻さん加藤さん卓話楽し
　　　　　　　　みにしてます。
上村奉樹さん　道尻さん卓話楽しみにしてい
　　　　　　　ます。
夏川戸　斉さん　加藤さんファイト！
妻神和憲・小井田和哉さん　ニコニコデー

国際大会ご案内　　　　　橋本八右衛門会長
　　　　　　　　オン ツー カルガリーにつ
　　　　　　　いて、地区からカルガリー国
　　　　　　　際大会のツアーのご案内がき
　　　　　　　ていました。こちらは₆月下
　　　　　　　旬に向けての₄泊₆日でした
が、それだと当クラブの最終例会に当たりま
すし、基本費用はエコノミー利用で80万円な
ので、なかなか参加できないだろう。わたし
は築舘年度に行ったハンブルグ国際大会旅行
がひじょうに楽しいものだったので、カルガ
リーにはあまり行く機会がないだろというこ
とで勝手に目論んでおりました。

幹 事 報 告　 小田山紀暢 幹事

委　員　会　報　告
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　それで₆月19日～24日の行程を考えて、わ
たしと小田山幹事は“行く”ということで決
めています。₂日くらいフリーはあって、国
際大会の開会式、地区ナイト（地区主催の夕
食会）に出て帰ってくるというシンプルなも
のですが。やはり個人手配の旅行でもだいた
い50～60万円。さらに登録料は現在で525ド
ル、それ以降は625ドルになる。地区ナイト
参加費は₂万円です。たぶんあまり皆で行く
という形にはならないと思いますが、行く方
は募集をしていますので、行く方で相談して
旅程を組み立てて、少数精鋭で参りたいと
思っています。
　オンツーカルガリーのお誘いということで、
ここで言わせていただきました。

11/20　IDM報告　　　　 栗谷川敏彦さん
　　　　　　　　11月20日、グランドホテル
　　　　　　　においてIDMを開催しまし
　　　　　　　た。参加者は25名と多数参加
　　　　　　　していただき、本当にありが
　　　　　　　と う ご ざ い ま し た 。 こ の
IDMの目玉は橋本昭一さんの卓話でした。
皆さまから感想を聞いたところ、たいへん勉
強になった、ととても喜んでいましたので、
また機会がありましたらよろしくお願いしま
す。
　次回は₂月頃を予定していますので、よろ
しくお願いします。

インターアクト委員会担当例会
加藤範尚委員長

　　　　　　　　入会間もない方はインター
　　　　　　　アクトクラブ（IAC）はど
　　　　　　　んなクラブなのか、知らない
　　　　　　　方もいらっしゃると思います
し、わたし自身の勉強も兼ねて資料を作って
みました。
　ロータリークラブのバッチとインターアク
トクラブのマークを初めてみて、こんなマー
クがあるのかを思いました。これは学生の方
が付けているのかと思い、次回会ったときに
確認してみようと思っています。

　インターアクトの設立：1962年米国で最初
のクラブが設立され、日本においては1963年
₆月27日に宮城県仙台東ロータリークラブが
提唱し、仙台育英学園高等学校で設立された
そうです。これが日本第１号のクラブとして
当時100名あまりの構成人数で、世界最多の
会員数を擁していたそうです。１日遅れで、
翌28日に京都西ロータリークラブが京都市立
西京高等学校（当時は京都市立西京商業高等
学校）に作られました。
　ロータリーは奉仕の精神を成年、しかもあ
る程度成功した社会人に浸透させるよう努力
しましたが、しかしそれでは遅すぎるという
ことから活動の範囲を広げて12才～18才まで
の青少年または高校生のための奉仕クラブと
して行っているそうです。日本においては高
等学校、福祉ボランティアのクラブ活動もし
くはサークルとして置かれることが一般的だ
そうですが、高校に属さない地域クラブとし
て活動しているクラブもあるということです。
　インターアクトの目的は、奉仕と国際間の
理解に貢献するため世界的親交をもって共に
活動する機会を青年男女に与えることにある。
インターアクトの目的を調べていくと、₈つ
の目標があります。最初は₇つだったのです
が、調べていくうちに₈つの目標ということ
でしたので、ご紹介します。
１．建設的な指導力を養成し、自己の完成を
　図ること。 
₂．他人に対する思いやりと、他人の力にな
　る心構えを奨励し、これを実践すること。 
₃．家庭と家族の重要性に対する認識を涵養
　すること。
₄．個人の価値を認める考え方に立脚して、
　他人の権利を尊重する観念を養うこと。
₅．個人的成功のためにも、地域社会の改善
　のためにも、さらには団体としての業績を
　上げるためにも、各人が責任を負うことが
　その基本であると強調すること。
₆．すべての有用な職業は社会に奉仕する機
　会であるとして、その品位と価値を認識す
　ること。
７．地域社会、国家および世界の問題につい



　ての知識と理解を深める機会を提供するこ
　と
₈．国際理解と全人類に対する善意を増進す
　るために、個人として、また 団体として、
　進むべき道を切り開くこと。
　この₈つの目標を掲げて活動しています。
インターアクトの現状はどうなのかを調べて
みますと、インターアクトクラブのある国
の数は145か国あるそうです。インターアク
トクラブ数は14,911クラブ、インターアク
ター数は342,953人。インターアクトをホー
ムページでみると現在の状況で数字が出てき
ます。
＊八戸ロータリークラブが提唱しているイン
ターアクトクラブについて：
　設立は昭和59年₈月27日、クラブ名は八戸
インターアクトクラブ、構成メンバーは八戸
工業大学第二高等学校の学生。構成人数は１
年生₄名、₂年生10名。こちらは前回工大二
高にご挨拶にお伺いしたときに１年生と₂年
生の人数をお聞きしてきました。₃年生はも
う引退したそうですが、₃年生が一番多かっ
たそうで20名くらいいたそうですので、トー
タルで一時期は34名くらい会員がいたのかな
と思います。ただ、インターアクトクラブだ
けに所属しているわけではなく、スポーツや
他の部活と兼務している方が多いようです。
　例会日時は第１、第₃火曜日　15：50～
16：50
　現在の主な取り組みは地域で活動している
団体等からボランティアの要請などがあれば
年に数回のボランティア活動をしています。
　地区インターアクト事業として「アクトの
翼」。地区青少年育成事業の１つとして地区
内各高校のインターアクトクラブの会員を海
外に派遣。現地でのホームステイや現地高校
生との交流により視野を広げてもらい、その
後の活躍への糧としてもらうことを目的とし
て実施している。本年度の日程は令和₆年12
月25日～30日の₅泊₆日を予定し、訪問地は

台湾国、台北市ならびに周辺を訪問。行程は
訪問地の各家庭でホームステイをさせていた
だき、現地の高校生との交流や訪問各所の視
察研修を行う。八戸インターアクトクラブか
らは本年１名の参加を予定しています。参加
していただく方からのその後の報告などは₃
月の例会で発表予定です。ぜひ聞いていただ
ければと思います。
　八戸インターアクトクラブにはクリスマス
例会にも毎年お声がけをしていますので、本
年もクリスマス例会にお声がけをさせていた
だこうと考えています。
　地区インターアクト年次大会の開催日は
2025年₅月24日の開催です。会場は弘前学院
聖愛中学高等学校、開催クラブは弘前ロータ
リークラブ、提唱クラブは弘前学院聖愛高校
インターアクトクラブ。各校のインターアク
トクラブメンバーが一堂に会し、それぞれの
活動についての情報交換をして、共同作業を
進めることによって友情を親睦を深めること
を目的とした、メンバーにとってひじょうに
有意義な事業です。地区インターアクト年次
大会は行ったことがなかったので、ぜひ機会
をみて、来年は行って見ようと思っています。
　アクトの翼は費用の負担が結構あります。
インターアクター（生徒さん）は約120,000
円程度、引率教師は160,000円、ロータリア
ンは290,000円。想定派遣人数はインターア
クター20名程度、引率教師・ロータリアンは
10名程度を想定。この時期の台湾は行けない
と思いながら見ていました。もし行ってみた
い方がいれば行ってみてはいかがかと思いま
す。
　地区インターアクト年次大会はメンバーの
皆さんに対してのご案内は現在まだ来ていな
いと思いますが、地区インターアクト委員会
からは₇月に案内が来ていましたので、わた
しも参加しようと思っていますので、もし機
会があれば一緒に行っていただければと思い
ます。

― ₄ ―



　　　　　　　　元新会員の道尻です。どう
　　　　　　　ぞよろしくお願いします。今
　　　　　　　朝、プログラム委員長の上村
　　　　　　　さんから基隆の報告会がある
　　　　　　　ので、きょうの卓話はありま
せんという夢を見まして、喜んできたのです
が……。上村さんから卓話のお話をいただき
ました。話して欲しいことと、話さないほう
がいいここと、話してはだめなことをプリン
トアウトしてくれました。上村さんのユーモ
アの利いた対応にロータリー精神を感じてい
ました。本日は貴重な時間をいただきまして
本当にありがとうございます。
　わたしは2003年の入会です。その後、推薦
してくれた種市良意先生にお世話になり、₄
月16日にさせていただくことができ、本当に
感謝しておりました。が、わたし自身、三戸
から職場を八戸に移して、標準語が使えな
かったので、何か例会に出るのがひじょうに
心苦しくなって休んで、出て、休んでの状態
が続きましたが、夜例会だけは意外と出て、
何とかつないできた感じでした。
　その時も同じく、歴史と伝統と格式のある
八戸ロータリークラブに入会させてもらいま
してありがとうございます。という挨拶まで
は知っていますが、その後のことはちょっと
緊張のあまり忘れてしまいました。当時は80
数名の会員いらっしゃって、テーブルも₃つ
くらい多かったような気がして、立ったとき
にも圧倒されて、そういう雰囲気の入会式
だったことは覚えています。
　そんなこんなで自己紹介をさせていただき
ます。職業分類は薬剤師です。八戸に来るま
では八戸から30㎞くらい東京寄りの三戸町で
ずっと仕事をしておりました。その町から約
₈㎞山奥に入った村の出身で、農家の長男と
して生まれました。三戸は漫画家で絵本作家
の馬場のぼる先生の出身地で今、けっこう売
り出しています。八戸にもこういうバスがた
ぶん来ていると思います。あとは復元された

ものですが三戸城。この₂つが有名です。町
の至る所に「11匹のネコ」のネコの石像が11
体あります。もし時間があれば遊びに来てい
ただければと思います。
　高いところから見た町の風景ですが、川が
１本あって、その両サイドに町が。一番奥に
鉄塔があって、そこが城山公園。山城の跡で
す。ですから当時とすれば敵から守るための
城みたいな感じのたたずまいが今もあります。
　馬場のぼる先生はネコが一番思い出されま
すが、実は犬も馬もひじょうにアットホーム
な可愛い絵を描きます。馬の絵を出したのは、
うちは農家でしたので田んぼとりんごと葉タ
バコを耕作していました。トラクターが入る
前までは馬は農耕馬としてわれわれと一緒に
家族同然で働いてくれた馬でしたので、うち
もそうでしたが、家の中に馬の部屋（馬屋）
があり、その中に一緒に住んでいました。で
すからわたしは馬刺しやサクラ鍋は食べない。
そんなウマイ話ではなく、これは本当の話で
す。馬場のぼる先生のお兄さんは獣医さんで、
うちの馬も結構世話になりました。お兄さん
はひじょうに馬に似た顔をしていましたので、
われわれも小さいときには“ウマ”が来た。
小学生のときに、馬の足が₅本あると聞いた
ら、先生はそれは足じゃない。
　この写真はその頃、2004年のクラブ年次報
告書を見ますと、わたしの出席率は26.9％と
書いてありました。これは妻神さんの読後会
の写真です。10年くらいほとんど夜例会しか
出ない状態の中で、妻神さん、佐々木泰宏さ
ん、築舘さん、渡辺さんがどうしてる？と声
がけをしてくれて、それからまた出るように
なった。ありがたい人たちとの触れ合いを感
じる１枚の写真です。出ていない人の気持ち
はけっこうわかります。１回出ないと次はと
思って、またなんか出られなくなると何とな
く出られなくなる。その再出発をするために
声をかけてくれる人がいたな。もしそれがな
ければたぶん自然消滅で、いなかったと思い

― ₅ ―

「 い つ も 心 は 新 会 員 」

道　尻　誠　助　さん



ます。この場でお礼申し上げます。ありがと
うございました。
　「楽しい酒はあなたを健康に」今晩飲むお
酒はどちらを選ぶか。情熱の酒 鶴か　恋心
を知る 桃川か。できれば両方飲んでもらえ
れば今晩ひじょうに幸せな気分で明日の朝を
迎えると思います。
　わたし自身がロータリークラブに入って学
んだことはたくさんあります。皆さんご存じ
のように同じ職業じゃない、他業種の中の集
まりで、必ずその職場の中では社長であった
り、リーダーであったりという人たちの集ま
りですので、皆さん個性もありますけれども、
またそれぞれに存在感のある方ばかりです。
特に飲み会などあれば、わたしは酒は飲めな
いですが、話を聞きながら自分のいろんな思
いが、これは間違っていた、いやそうじゃな
い見方もあるんだというようなことをいろい
ろ学ばさせていただきました。
　最初は入会時のとんがった心でしたが、だ
んだん最近は丸くなりつつあります。やはり
これも言葉で言ってくれる大先輩もいますし、
黙っていて何かあったときに、こそっと後ろ
から言ってくださる方もいるし、真っ向から
来る方もいます。すべてが今の自分にとっては
なくてはならない存在だったと思っています。
　特にわたしが幹事をやったときには鶴飼さ
んがブルドーザーのように進むタイプだった
ので、ひじょうに組織を動かすことを学んだ
し、わたしが会長のときはこれまたユンボが
10個くらいの紺野さんでした。二人だけで内
緒で会食、ホテルでご飯を食べたら、これは
わたしの発想の中になかったですが、ご飯が
足りなくなったらホテルの賄いに行って、自

分でご飯をもらって帰ってきた。その発想が
ひじょうに嬉しくて、これは人間離れしてい
るなという感動を覚えました。きっとわたし
のこれからの人生に生かせるかと思っていま
す。そこで得たこと、何となくボヤッとした
目標が出てきました。人生は緩やかに。強く
もなく、弱くもなく、柳のように。というの
がわたしが今20数年経って得た感覚です。も
しロータリーに入っていなければ、たぶんと
んがったまま、自分勝手なことをやっていた
かと思いますが、いろんな人たちに角を削ら
れて、見ながら学んで、自分がようやく楽し
めるなという感じも得てきました。
　けっこうおんぶに抱っこするタイプで、65
周年のときは妻神先生にすべてをお任せして、
楽をした記憶があります。そういう頼れる人
がいるというのも大事なことかな。何でもや
れるじゃないけれど、頼んでくれればやって
くれる人がいるという、自分自身が温かい環
境の中にいるのがひじょうにハッピーな気持
ちでした。みんないい人。お互いにきょう会
えたことがすごいなと思って。もし昨日死ん
でいればきょうは無かった。また馬に生まれ
たり、牛に生まれていればきょうのテーブル
の上に居たかもしれないし。きょう会える喜
びを感じてこれからも頑張っていきますので、
よろしくお願いします。

― ₆ ―

出　　　　席　　　　報　　　　告
出 席 委 員 会

第₃₃₃₄回例会（₁₁月₂₇日） 第₃₃₃₂回例会（₁₀月₃₀日）

出　席　率　　　　　　　　　₆₃．₅％ 出　席　率　 　₅₇．₈％ 修　正　　　₆₄．１％出席率

総 会 員 数　 　　　₆₅名 出席数
₄₀名 総 会 員 数　 　　　₆₅名 メークアップ ₄名した人数

出席義務会員
₆₃名

出席免除会員
₂名

欠席数　　　
₂₃名

出席義務会員
₆₄名

出席免除会員
１名 欠　席　数　　　₂₃名


